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CHORUS USE-CASE WORKSHOP FOR INSTITUTIONS IN JAPAN

オープンアクセス実態調査のための

CHORUS DASHBOARD SERVICEの活用

国立研究開発法人国立環境研究所 環境情報部

サブジェクト・ライブラリアン

尾鷲瑞穂（Mizuho Owashi）
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１．国立環境研究所とそのミッション

２．オープンアクセス実態把握のための調査

３．CHORUSのデータを用いた分析例

４．まとめ

本日の内容



国立環境研究所とそのミッション ①
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国立環境研究所の概要

1974年3月 国立公害研究所発足

1990年7月 国立環境研究所と改称

2001年4月 独立行政法人国立環境研究所と改称

2015年4月 国立研究開発法人国立環境研究所と改称

茨城県つくば市にある
国立研究開発法人

（環境省所管）
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第 5 期中長期計画（2021年度より５年間）

「第5期中長期計画の概要」（国環研ニュース40(1) p.3）
https://www.nies.go.jp/kanko/news/40/40-1/40-1-02.html
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国立研究開発法人国立環境研究所データの公開に関する基
本方針（データポリシー） 

国立環境研究所は、環境研究分野を俯
瞰した上で、緊急的・重点的に取り組
むべき研究、継続的なデータの蓄積や
観測精度の向上が求められる基盤的研
究、国内外で観測・調査体制を構築し
て実施する研究事業等を高い水準で実
施する。

これらの研究活動を通じて取得される
データが、産官学ならびに市民に幅広
く利用されることで、我が国全体の研
究開発成果の最大化に資するよう、積
極的にデータの公開に努める。

https://www.nies.go.jp/kihon/kitei/kt_datapolicy.pdf



オープンアクセス実態把握のための調査 ②
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オープンアクセス関連の調査活動

国立環境研究所研究成果オープンアクセス実態調査1
調査期間: 2017年8月～11月
報告会開催: 2017年12月20日（水）
※『情報の科学と技術』68巻10号（2018年10月）に掲載

国立環境研究所研究成果オープンアクセス実態調査2
調査期間: 2019年1月～2月
報告会開催: 2019年2月25日（月）
※国立研究開発法人図書館コンソーシアムにて報告（2019年2月）

国立環境研究所掲載論文環境の状況
   調査期間: 2019 年 11 月～ 2020 年 7 月 31 日

報告掲載: 2020年8月11日（火）
※JST/CHORUSオンラインフォーラム（2021年11月）で発表

国立環境研究所オープンアクセスモニタリング
調査期間: 2022年6月～2022年7月
報告会開催: 2022年7月25日（月）

オープンアクセスモニタリング結果報告2023年度版
調査期間: 2023年11月～2023年12月
報告会開催: 2023年12月19日（火）
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オープン化の調査において知りたかった情報

研究助成資金
情報

掲載ジャーナル
公開プラットフォーム

OA化率
ライセンス

DOI付与状況など

なにで どこで どうやって
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管理している情報が部署を跨いでいる問題

研究助成
管理

（資金）

研究成果
登録

（論文）
DOI付与

・各データベースが分散していて情報の集約が困難であった
・ライセンスやオープン化の情報はまとまったデータセットがない

企画部門 情報部門

なにで どこで どうやって

企画部門・情報部門
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オープンアクセス調査に用いているツール

CHORUS
DASHBOARD 

Scopus
（Elsevier B.V.）

研究成果登録情報
（所内構築DB）

・口頭発表も含めた、研究所の研究活動
全体の把握

・研究助成機関別オープンアクセス率
・研究データ関連の情報
（リポジット先、DOI付与状況）

・掲載ジャーナルの傾向や変化
・分野別オープン化率の遷移 など



CHORUSのデータを用いた
分析例 ③
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論文情報からAgency,Datasetsまで

論文のDOI

助成機関

研究データ情報

環境研で付与したDOI

毎月データが追加・更新される情報

掲載ジャーナル情報
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CHORUSのデータの関連性

Agency

Article

Data Set
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論文出版とライセンスの遷移・変化
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根拠データの適用ライセンスの把握

自機関の研究員がどのライセンスで研究データを公開しているかの情報は
DMP（研究データ管理計画）の作成支援にも役立つと思われる
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掲載の多い出版社の論文にDOIが多く付与されている訳ではない
↓

出版社（ジャーナル）ごとの研究データの取り扱いの違いにも留意が必要

論文の掲載先TOP10
根拠データにDOIを付与した

論文の掲載先TOP10

論文出版と根拠データへのDOI付与
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資金提供元と根拠データへのDOI付与

資金提供元別論文数 根拠データの資金提供元別DOI付与数

論文の資金提供元は国内のファンドが多いが、
根拠データにDOI付与数は海外のファンドが多い。

↓
今後国内のファンドでも一般化する可能性



まとめ ④
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CHORUS Institution Dashboard Service
のメリット

● 「研究助成機関」「論文」「研究データ」の情報の

 関係性を俯瞰できる
→分散管理されている自機関の研究成果情報の補填

●研究助成機関ごとの成果の公開状況が把握できる
→即時OAやDMP作成への対応準備

● ライセンス情報まで確認出来る
→今後の研究成果のオープン化促進

自機関で構築している情報だけでは捕捉出来ない情報を
横断的に俯瞰出来るのが強み
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〇政策方針・研究助成機関の要求等の遵守への対応
→研究助成機関のポリシー変化
→即時OAや研究助成機関のマンデート等の遵守など

〇研究者のニーズを鑑みたスムーズな公開基盤構築
→研究サイクルやニーズに合わせた成果公開フローの構築

〇非公開成果の公開促進
→GreenOA含め、様々な手段によるオープン化促進

これからの展望

結果を元に
今後の情報基盤構築にどのように反映させていくのかが課題



ご静聴ありがとうございました


